
















すが、そこでは白を「ペー」と発音しているように聞こえます。だから「ペー族」 、で「ペースー」と。最初は「ペソ」と聞こえましたので、意味がよくわからなく、何を言っているのかな、と思案しつつ聞いておりましたが、 「バイスー」 、白族のこ でした。
この白族というのは、中国五十五少数民族の一つですが、


















研究として成立したという経緯があるのです。そして、人の死にかかわる「葬・喪」は、 「葬る」 「喪う」の何れにウエイトをかける 、という問題につきるとのことでした。タイトルだけ、ちょっとお話させていただ ました。
それでは次に、今日私が何を語りたいのか、というあたり
を整理して申し上げておくのが宜しいか 思い すので、青のサインペンで、④、⑤とナンバリング てある資料をご覧ください。④のほうから参ります。④の左上に、 「 （１）雲南省雲竜県「踏喪歌」への招待」と書きました。 「踏喪歌」のビデオを見ていただくにあたって まず「踏喪歌」は概略このようなことですよ、と凡そのこと お話ししたいと思 ます。
それから、二番目にビデオを二十分少々見ていただきまし








































































































































































































































6は、 「…その門に人も無けむ。かれ今ならずは、謀り難けむ」とはかりて、すなはち軍を興して、志毘の臣が家を囲みて、殺りたまひき」 。殺してしまいま たよ、という。この本文は角川文庫から引用しま た。
それから、次に『神話伝説辞典』 （東京堂）と、その次に
は『日本民俗事典』 （弘文堂） 、その次も『日本民俗事典』 、その次も同じく『日本民俗事典』等‥と、辞典・事典を並べてみました。つまり、これらを見れば、常識的に研究の世界ではどういう風に理解されているか という をですね、専門事典をたどってお話ししたと うことでありま 。
さて、 『神話伝説辞典』では、 「歌垣は本来、村々を訪れる
神に扮した男と、それを歓待する巫女の資格において行われる、村の信仰行事であったろう それが 男女相会して歌を仲立ちとして行う結婚方式となっ のと考えら 。奈良時代に都で行われた歌垣は、古来の村々の行事と 内容の違ったもので、唐風の踏歌の影響を受けた、都人 宮廷祝福のための芸能である」 。
これは高野辰之の『日本歌謡史』 それから折口信夫の
『古代研究』 （折口全集一巻） 、等が踏まえられているのだろうな、と。この編者の一人に、岡野弘彦先生がいら しゃる
ので、多分そういうことなんだろうなという風に思います。
それから、日本の民俗ではどうなっているかということで、
「モーアシビ（毛遊び） 」 、もしくは「モウアソビ（毛遊び） 」というものを。現地の方では大体、 「モーアシビ」と。沖縄とか、奄美とかへ行くとそのように言います。「沖縄の農漁村において明治中期ころまで行われた青年男女の夜間野外での交友。モーは野原 ことで 毛の字は発音の類似により、宛てられたも ある。漁村ではモー 代わりに砂浜で遊んだので、浜アシビーともいう」 （ 『日本民俗事典』 ） 。 「毛遊び」の方は内陸部です。少し高台になっている丘のようなところ やります。 「浜遊び」の方は海岸に出てやります。やることは同じようです。「宮古島では浜辺や村の広場で、内向きの円陣を作ってクイチャーを歌い踊るならわしがあり、これがモー と同じ内容である。モーアシビに参加できる年齢は 夜なべ仕事に参加できる資格のある者、す わち女子十五～二十二歳、男子十七～二十五歳頃で、ほぼ一人前 みなされる人たちであった。時刻は夜なべ仕事を終えた夜の十時頃から、月が山の背に隠れかける頃までが一般的であったようである。その内容は青年らの弾く蛇皮線（三味線）や小太鼓の音に合わせて
7　雲南白族の「踏喪歌」と日本「踏歌」─映像を介して、その源流を探る─
乙女らが歌い踊るもので、さながら本土の歌垣を思わせる状況であったという。モーアシビは本来部落内だけの遊びであったものが、後には他部落までも押しかけていく形をとってきた」 （ 『日本民俗事典』 ） 、という風なことが記され います。
次に「歌嬥」に関する説明がちょっと面白い。同じく弘文




行事があって、…ということで、例が挙げられ います。「若い男女が国見岳・黒園岳・甫与子岳に参り、ツツジの花を採ってくる慣わしがあ たが、こ さい 歌嬥があったらしい。対馬の久根田舎では、十一月二十五日、成女式 カネ
ツケ祝いを、若者たちを招いて行い、その宴で歌嬥があり、互いに意気投合したものが、その後に夫婦となる事が認められた」 （ 『日本民俗事典』 ） 。
その次の「山遊び」もこれにみな重なってくる。つまり、









歌」として宮廷の年中行事になります。 『年中行事絵巻』をご覧いただきますと、四角い絨毯を広げたような場に、その縁に沿って、舞い人が扇を持って舞いつつ移動する姿が描かれます。数え みると十一人並んで ます。あとで『年中行事絵巻』をご覧いただく よろしいかと思います。「アラレバシリ」とは、 『釈日本紀』の巻十五・述義が言うよう（前引の小学館『日本書紀』頭注）に、歌曲の終わ に必ず重ねて「万年阿良礼」と言うことに ると。 「万年」





来ている。播種、発芽、成長、結実、そのプロセス 、人間が誕生して、育って 恋愛をして 婚して、子供が産まれ、そしていずれ死んでいく。そのような流れとですね、並行して流れているような時間的流れ、そういうようなことが民俗学的に考え みても言えるんじゃないだろ か、等 考えております。
三、雲南省雲龍県「踏喪歌」への招待
このように見て来て、これらをどのように理解し、どう考


































中に非常 高い山がありまして、川底から山の中腹まで一〇〇〇ｍあります。水は急流、橋はなしということで、危険なワイアーケーブルの籠渡しに乗 ねば りません。大変 ところなんですね。
中国で映画にもなりましたが、この川は簡単には渡れ せ
ん。橋をかけるといっても、ものすごいお金がかかりますし山あい、谷あいの過疎地に巨額の架橋費用 投下 れるこはなく、右に書いた籠渡しに乗ってということとな す。その転びそうな谷の急斜面にモロコシが崖ぎりぎりまで栽培されています。「山の郵便配達」という映画がありました。そこではワイヤーをかけて、そこに籠をつけまして、それ 人間がひょっ
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終え、納棺が終わると藁を敷いた葬儀の庭に、参列すべき人全員が集合します。親族は忌みを踏まえ、頭に白の布を巻きます。喪主が 土地（儀礼の場）にこの儀礼をやることの許可を求めて、酒を注ぎ線香を立て祈ります。ついで、対応する二列のそれぞれの歌師（グースー）を選定 る。これは既に前もって依頼し あり 選定は形式的なもので 各列一人から三人くらいまでの歌師 選び、その代表格の歌師に「霊前供養歌」を歌ってもらいます。これが第一段階で、双方の歌師が霊前供養歌 掛け合い わると 第二段階の「踏歌の部分」に移ります。ここでの特徴は、歌師に導かれた歌い手（コーラス）の人々が全員で足を踏み鳴らすことです。まさに踏み歌うわけです。この掛け合いが終わ ま と、第三段階の「焚火を囲む歌」に入り、以後は朝まで向き う双方が掛け合い続け、 い続 ることになります。
ヴィデオ映像では、黒い革のコートを着ている人が一方の
リーダー（歌師）で、頭に白布を付けている人が相手側 リーダー（歌師）です。歌師は片側に一人から三人ほどいます。歌師に並んで っている人は いわばコーラスで、歌師の歌った言葉をそのまま繰り返し す。歌師の役割はいわばシンガーソングライター 、相手側の歌った内容 受け、それを
捉えて瞬間的に、 「相手がこう歌いかけて来たから、こっちはこう歌い返すぞ」という風に、相手の歌う内容を聞きながら、即応して返していく。相手の言葉（内容）をきちっとまともに受けて、それを踏まえて返せないといけない。そういう点ではソングライターとしての力量を問われるわけで、非常に重要な立場にあります。一晩、つまり八時間以上も歌掛けを連続させていく は、豊富な歌言葉 記憶と歴史などを踏まえた知識、ダイナミックな即応力、その場を取り囲む諸状況の判断など、実に多様な対 力が総合的に求められるわけです。
歌師が多い場合は、片側に三人ほどもあることがある、と




いのが実情です。歌師が歌い始めますと、一連が終わったところで、輪唱みたいに います。終わりますとすぐに、聴いていたコーラスが歌い手 合わせて歌うという訳で 。だから、 「シウォゾンユォアブン（席我又阿奔） 」とか歌うと、それに合わせて歌うということになります。
歌う言葉の内容は、例えば、先ほど『二十四孝』の話が出
てきましたけれども、中国古典の著名な文献の一部だった 、フレーズだったりで、 ろ ろあります。家族 ことも歌 れます。褒めたり批判したり、死者が生前どう あったとか、働く様子が歌われたりですが 兎に角あまりエキセントリックなのは嫌われます。珍しい内容の場合は、誉め言葉が多く、皆さん知らないでしょうがこんなに良 ともしました こんな幸せな場面もありま たとい 賛美ものが多いよ で
私が調査した地区は全部で、六～八箇所ほどですが、出棺
はいずれも朝七時でした。出棺が朝七時 ていうのは日本的にはちょっと考えにくい ですが、こうでした。だから歌掛は、朝の五時くらいまで実施するの 一番良いよう 。つまり、前夜 八 半くらいから始めて朝までやると、八時間くらい歌掛を続けることになりますね。これはいろんな意味で大変なことなんです。親族の人は、歌う人々に、お酒を注





〇年三月）に発表したものですが、 「雲竜県長新郷永香村「踏葬歌」 」 （二〇〇九年八月二十九日）とありまして、 「歌師」は「李才根」 、 「郭成栄」 「楊立良」という三人の方です。一方が二人で、他方が一人だっ ことがこれ わかる訳です。「霊前供養の部分」をご覧いただきますと、 「カラスがどうこう」という張正軍先生の通訳がありました。 「ああ、カラスが肉をくわえてきて、母に食べさせます」と歌います。資料は上 白族語で、下が中国語訳、右に日本語訳 なっています。白族語文は、実は萬葉仮名なんです。ですから、単独の文字に意味はありません。 の はきちっと中国文となっていますが。以下同じです。「ああ、カラスが肉をくわえてきて、母に食べさせます」 。
14
その後にですね、 「シウォゾンユォアブン（席我又阿奔） 」という一種の合いの手の言葉が出てきます。次の「ラィザィ（来再） 」というのも、合いの手みたいな言葉です。 「母に食べさせます」と続きます。
次に「子羊はひざまずいて母の乳を飲んでいて」 。さっき
趙先生の翻訳にありましたね。そのあとずっと、 「子羊はひざまずいて母の乳を飲んでいます」 、それから、 「ユォカンユォシウォゾン」 、それから、二ついって「父母の恩に報いすから」 、それから 「父母の恩に報いま から」と繰り返す。ここまでが第一番目の歌唱です。これを甲とつけました。
それに対して、歌い返しをしていくのが向側に座っている
人たちです。乙と書きました。 「アー、カラスは悲しく鳴き叫びながら峰を飛んでいき す」 、そのあとは 「ラィザィ、峰を飛んでいきます」 、 「カラスは悲しく鳴き叫びながら山々を飛んでいきます」 、 〈合いの手〉 、それからまた〈合 手〉そして、 「カラスの鳴き声が人の涙を誘いました」 、 〈合いの手〉 、また〈合 の手〉 、 「涙をぽろぽろ誘 ま た」 ういう調子の歌の展開ですから、対応 る側 歌の言葉も、ある程度繋いでいけるんですよね。言葉に詰まる 、 「ユォカンユォシウォゾン」とか ラィザィ（来再） 」とか用います。
調子を整えるというか、 〈合いの手〉というか、言葉を入れて間を持たせるんです。うまく言葉が出てこないのだと思います。 「歌師」が歌い出しできないので、こういう〈合いの手〉を入れる。 「シウォゾンユォアブン（席我又阿奔） 」とかですね。
そして、今度は甲の側が出てきて、 「アー、母と昔話をし





ドンと踏み鳴らしを入れるのが正しいのだそうです。なぜこの場合に入れないのか、と理由を聞いてみたんですが、これは入れなくてもいいと言うのみでした。 「踏歌」の「踏」は「踏む」ではないのか、と話をしてみたのですが、字はそうなっているけ ど、入れな のもある のこと で、昔は…、 」と うので、 「昔とはどの時点か」と問うと、二十年位前までは、必ずドンドンという足踏み音を入れてい そうなんです。だから、 「踏む」と表記する、 い こ 、趙敏先生との議論は収束しました。
ということで、この「踏歌の部分」はドンドンと踏み鳴ら






ましょうよ」 〈合いの手〉 、 〈合いの手〉 、 「母のために打歌しましょうよ」 。で 乙が応じまして 「アー、目が覚める 夜明け前でした」 、 〈合いの手〉 、 「ラィザィ、 明け前でした」 、「母を埋葬するには何でもやります」 、 「母を埋葬するには何でもやります」 、で、 〈合いの手〉 、 〈合いの手〉 。そ て、 「董永みたいにし 。この「董永」というのは『二十四孝』
に出てくる人物です。それから、 〈合いの手〉 、 〈合いの手〉 、「董永みたいにします」 。
今度は甲が応じて、 「アー、王祥が魚を取ろうと氷の上に
寝て氷を融かすように」 。この「王祥」も『二十四孝』の一人ですね。合いの手が入って、 「氷の上に寝ます」 、 「小さいときから年を取った父母を養って」 、 小さいときから年を取った父母を養って」で、 〈合いの手〉 、 〈合いの手〉 。これ 、あれだけの長さで歌います。私は六か所以上の地域の「踏喪歌」調査をしていま けれども どこも構造的には大体同じような印象です。それから、 「父母 恩に報います」っていうように続きます。
そうして第三段階「焚き火を囲んで歌う部分」に入ってい




交互に歌うということになります。途中からは、家族の非難になる場合が結構あります。例えば、 「せがれの誰々はだめだ、おばあちゃんを全然面倒見て いじゃないか」 、という風にです。
そのように一方が歌いますと、反対側はちゃんとフォロー
するんですね。 「いや、そ なことはない、私は見てます、あなたの所のお嫁さんは、すごく良い嫁さんで ちゃんと面倒をみてやっていましたよ」 、という風に。
歌い返しは、必ず中和するような展開になっています。そ







本古代の、今に残された表現群は、古代からの脈絡が消えてしまっている。それをいかにして繋ぐか。そこで もし脈絡を探すことができるのであれば、というこ で、日本文化の原型 思わせる中国長江 原流域（錦沙江）を探査してみようということになった訳です。
実は、これがアジア民族文化学会の最初の仕事でした。工











て、 「歌垣」など歌唱文化というものが社会コミュニケーションのベースになっているように思います。だから、葬儀にしても、恋愛にしても、労働にしても、全部ベースになっているのは、 「歌」 。しかも、 る応酬によって何 、組織を立てたり、心をまとめたり あるいは皆でこういうことをやろうとな と 原器としての歌唱文化が出てくるのではないかと思 次第です。
とても面白いことなんですが、 「文化大革命 というのが
中国にありました。このときに 伝統的なのはだめだ、やめなさいというので、お葬式 通夜の儀礼「踏喪歌 をやめさせられたんです。で、この雲龍県 人たちは も悲しかったそうです。私のお爺ちゃんは自分が死ぬときに 「踏歌」をしてほしいと希望したのだけれど、 「文革」で伝統的なものはだめ、古臭くてだめなんだと批判されたそうです。
しかし今現在、 「踏喪歌」を国が許可すると、すぐに従来




そう単純 はないようです。伝統社会 、恋愛をするのであれば、 「ウタカケ とな わけですが、今現在では、 「ウタカケ」はプロの世界に りつつあります。もう「ウタカケ」は観光的なもの 演じて見せてもらえるようになりつつあります。 「踏喪歌」もそういう道をたどっているのかしれません。工藤隆氏が今後十年もすれば、演芸会になってしまうだろうと、危惧しているわけですが、理由なし しません。著名な石宝山の歌会がここ十年で全く変質したと彼は報告しいます。調査に入る場合、 のような困難を伴う状況がということを認識する必要 あるとい こと す。
先ほどビデオの上の方にパソコンが見えたと思うんです 、
我々はああ 風にしないと研究が進まないの 。つまり、ビデオで撮ってきた情報をＵＳＢに落として、それをパソコンで趙敏先生に見 もらって、私も居て、張正軍先生もいて、
白族語―中国語―日本語。このプロセスは調査研究の基本となっていますが、これには心配があります。一番心配な は、本当に白族語が中国語に訳されている かどうか。で、今度は、中国語がちゃんと日本語に訳されているのかどうか。そこで複数の人 、またいくつか別の機会を利用して歌ってもらったりします。それで同じ結果になったら、多分これは本当だろうと認定してよいと うような とがあるのだと思います。つまり、いろんな問題点が頭をよぎって容易ではないのですが、この「踏喪歌の諸相」 、 「雲南省大理白族の葬送歌唱」等 、こういった点までは言ってよ のであろうと、ここまで纏めることはでき んです。しかし 一番大きな問題―「踏喪歌とは何か」を問 段になると、心許ない心地にります。どうすれば、本 に生の生を伝えられるのかと、考えさせられます。繰返しの検証作業が必要 所以です。
例えば、地域社会での葬儀は、非常に古い形を残していま
す。地面に藁が敷いてありました。また、帽子みたいに白布を巻いていました。荒縄を腰紐の代わりにしていまし 。非常に質素な恰好をするんですね。亡くなった方 送る きに門前で送るのですが、長男夫婦は地べたに座 て、先ほどの布地を頭に巻いて、額を地面に擦り付け、号泣する訳です。
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相当長時間号泣しています。また、地面にひれ伏すようにしてやるんですね。なんでひれ伏すのかと言うと、自分は赤ちゃんのときに背負ってもらったと。だから 今度は死者である自分の親が、出棺 るのだから、そのときに地面にひれ伏して、背中 ところ 直径四十㎝く いのボウルみたいのを背負っ ―何故背負うのかと言うと、亡くなった親を背負う姿を象 いるのだ 。それで、地面にひれ伏しているのだ。つまり、自分が赤ちゃんだったとき背負っ もらったように、今度は親を背負って送り出すのだ 。
こういった類の儀礼の細かいアクションだとか、いろんな
事象とか、発音だとか、発言とかですね、みな社会的な意味が付いております。それがわかる 非常に面白いです。それは、フォークロアと言っていいと思うのですけど らが総合的に組み立 られて いわゆる葬儀になっている 一個一個のアクションなり、その事項なり、言葉なり、台詞なりに、非常に深い意味があって それを解き明かしていくと、白族の文化の根幹が見えてくるのではないか、という風に思うと、実 深い示唆を受けるのです。
今年も雲南省大理州雲龍県に行って参りました。手続きも
確かに面倒くさいし、疲れるし 食べ物といい、もう嫌で嫌
でという面があるのですが、やっぱり行けば、本で読んでいるのとは質の違うものが見えてくる。たぶん、桁違いな情報量ですよね。そ い のが得られ 実感を得て そう う意味では無駄で 無いのかなあ、としみじみ思います。
さて、日本の「踏歌」を考える上で、平安朝では行列でど
うしたこうしたとか、あるいは、 『日本書紀』の記述とかですね。そうい のを再現するのにどれだけ 意味 あ か、ということを考えます。千三百年前と現在 隔たり、そ 時間的隔たりの問題と日本と雲南という空間的隔たりというテーマは、何か比喩的な いうか或 種の計数的比例関係のようなものとして定式化できるのではないか、と思ってしまう。そんなことを考え いる昨今であります。
心あまりて言葉足らずとなってしまいました。お誘い頂い
た上野英二先生、小林真由美先生に の場を借りて御礼申し上げます。私のお話はこれで終了 させてい だき 皆さまご清聴有り難うございました。
（やまだ・なおみ
　
成城大学名誉教授）
本稿は、二〇一八年度成城国文学会（二〇一八年十一月十日）での講演を録音から起し、成稿したものです。
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